
平成24年５月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２１７号　　（２）

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
２月定例会では４人の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一
部の内容を掲載しています。

一般質問の全文は、６月上旬作成予定の本会議録を
図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

千　　　一……「ＪＲ東日本の鎌倉駅などの車椅子の乗降客数について」
　　　　　　　　�「世界遺産とバリア・フリーについて」「要援護者登録制

度について」
　　　　　　　　「鎌倉市の小・中学校のバリア・フリー化について」
松中　健治……「市長の政治姿勢について」「防災」
中澤　克之……「防災等について」「子ども達の環境等について」
渡辺　　隆……「行財政改革」

一般
質問

防
災
対
策
等

行
財
政
改
革
等

　
本
市
に
お
け
る
防
災
対
策
等
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
災
害
時
要
援
護
者
登
録
】

質�

問
…
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制

度
の
登
録
者
数
が
あ
ま
り
増
え

て
い
な
い
が
、ど
う
考
え
る
か
。

防�

災
安
全
部
長
…
同
制
度
は
平
成

15
年
１
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

　

�

現
在
１
１
３
９
名
が
登
録
し
て

い
る
が
、
登
録
者
数
の
伸
び
が

鈍
化
し
て
い
る
。
関
係
団
体
へ

の
制
度
の
周
知
、
ま
た
、
自
治・

町
内
会
と
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
登
録
者
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市�

長
…
こ
れ
ま
で
の
広
報
や
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
加
え
て
、

　

�

防
災
安
全
部
と
健
康
福
祉
部
と

の
連
携
を
図
る
な
ど
し
て
い
る

が
、
よ
り
一
層
登
録
し
や
す
い

方
法
を
常
に
研
究
し
、
登
録
者

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
中
・
長
期
的
な
防
災
対
策
】

質�

問
…
災
害
時
の
対
応
と
し
て
市

庁
舎
の
機
能
維
持
や
観
光
客
へ

の
情
報
提
供
等
が
あ
る
が
、
本

市
に
お
け
る
中
期
的
な
防
災
対

　
策
に
つ
い
て
は
、ど
う
考
え
る
か
。

防�

災
安
全
部
長
…
中
期
的
な
視
点

で
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、

　

�

計
画
的
な
基
盤
整
備
や
、
市
民

や
事
業
者
の
協
力
が
必
要
な
も

の
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は
災
害
時
の
要
援
護
者
の

避
難
対
策
や
避
難
路
の
整
備
、

避
難
施
設
の
確
保
、
防
災
教
育

の
推
進
な
ど
が
あ
る
。
今
後
国

や
県
の
防
災
関
連
計
画
改
定
が

予
想
さ
れ
、
速
や
か
に
本
市
の

施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

質�

問
…
で
は
、
長
期
的
な
防
災
対

策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

同�

部
長
…
防
災
対
策
の
基
本
は
減

災
の
考
え
方
に
基
づ
く
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
鎌
倉
の
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
、
防
災
に
重
点
を

置
い
た
考
え
方
を
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
り
、
次
期
基
本
計
画

や
都
市
計
画
な
ど
、
各
分
野
の

計
画
の
検
討
の
中
で
も
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
津

波
対
策
で
は
、
津
波
防
災
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
国
・
県
が
示

す
中
・
長
期
の
取
り
組
み
と
連

動
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

沿
岸
部
の
土
地
利
用
や
公
共
用

地
の
配
置
な
ど
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。国・県
の
防
災
関
連
計

画
に
よ
る
地
震
・
津
波
対
策
や

災
害
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組

み
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
液
状
化
・
津
波
火
災
】

質�

問
…
地
震
に
よ
る
液
状
化
の
問

題
を
広
く
市
民
に
周
知
し
た
方

が
い
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

防�

災
安
全
部
長
…
県
の
調
査
で
は
、

　

�

鎌
倉
地
域
の
沿
岸
部
と
中
心
市

街
地
、
腰
越
・
深
沢
・
大
船
地

域
の
市
街
地
の
一
部
が
液
状
化

想
定
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
本
市
で
は
、
開
発
の
事
前
相

談
時
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
防
災

情
報
の
項
目
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
で
は
現
地
調

査
、
土
質
・
地
質
調
査
も
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
そ
れ
ら
詳

細
な
情
報
を
収
集
し
、
市
民
に

提
供
し
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
の

避
難
だ
け
で
は
な
く
、
津
波
火

災
か
ら
の
避
難
と
い
う
問
題
が

あ
る
が
い
か
が
か
。

同�

部
長
…
東
日
本
大
震
災
で
発
生

し
た
津
波
に
よ
り
、
各
地
で
火

災
が
発
生
、
被
害
が
拡
大
し
、

津
波
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

た
建
物
や
高
台
が
火
災
に
よ
っ

て
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
津
波

が
来
襲
し
た
場
合
、
多
く
の
家

屋
や
自
動
車
が
巻
き
込
ま
れ
て

火
災
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ

る
。
避
難
ビ
ル
や
避
難
空
地
に

つ
い
て
も
火
災
の
発
生
を
視
野

に
入
れ
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

　

�

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
津
波
火
災
の
危
険
性
に

つ
い
て
も
周
知
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
行
財
政
改
革
】

質�

問
…
今
年
度
か
ら
始
ま
る
後
期

実
施
計
画
で
は
１
０
７
億
円
の

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
認
識

を
聞
き
た
い
。

経�

営
企
画
部
長
…
前
期
・
中
期
・

後
期
と
計
画
を
重
ね
る
た
び
に

不
足
額
が
増
加
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
切
迫
し

た
事
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
�　

１
０
７
億
円
と
い
う
不
足
額

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
昨
年
度

か
ら
開
始
し
た
新
鎌
倉
行
政
経

営
戦
略
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進

し
、
例
え
ば
、
新
た
な
財
源
確

保
策
の
検
討
や
職
員
給
与
費
の

見
直
し
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
両

面
か
ら
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
方
向
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

質�

問
…
こ
こ
数
年
、
予
算
５
％
の

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ（
※
）が

続
い
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
や
教
育・福
祉
な
ど
、最
低

限
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
予
算
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
方
向
性
を
聞
き
た
い
。

総�

務
部
長
…
シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
事
業
費
を
一
律

に
削
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。

部
門
ご
と
の
事
業
に
順
位
づ
け

を
し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た

重
要
度
の
高
い
事
業
の
予
算
を

確
保
し
、
優
先
的
に
実
施
す
る

と
い
う
考
え
で
臨
ん
で
い
る
。

　

�　
来
年
度
以
降
の
方
向
性
に
つ

い
て
現
時
点
で
は
決
め
て
い
な

い
が
、
今
後
も
優
先
順
位
を
吟

味
し
た
上
で
の
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
く
。

質�

問
…
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
が
行
え
て
い
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
。

　

�　
本
市
で
は
事
務
事
業
評
価
を

長
年
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
事
業
数
や
業
務
量
に

変
化
は
生
じ
て
い
る
の
か
。

経�

営
企
画
部
長
…
事
務
事
業
評
価

を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち

で
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、
事
業
数
と
し
て
は
そ
れ

ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

�　
た
だ
、
こ
の
事
務
事
業
評
価

を
続
け
る
こ
と
で
、
事
業
の
効

率
化
な
ど
の
意
識
が
職
員
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。

質�

問
…
行
財
政
改
革
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

�　
例
え
ば
花
火
大
会
は
本
市
に

と
っ
て
最
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

だ
が
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
に

つ
い
て
も
十
分
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
年
は
開
催
日
を
ず

ら
す
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
く

る
が
、
効
果
を
最
大
化
す
る
と

い
う
意
味
で
、
開
催
日
を
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

市�

民
経
済
部
長
…
商
店
に
対
す
る

効
果
な
ど
、
経
済
波
及
効
果
を

勘
案
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
開

催
日
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
念

頭
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

【
職
員
の
意
識
改
革
】

質�

問
…
意
識
改
革
の
取
り
組
み
の

一
つ
に
新
人
事
評
価
制
度
が
あ

る
が
、
実
施
に
よ
る
具
体
的
な

効
果
を
聞
き
た
い
。

総�

務
部
長
…
新
人
事
評
価
制
度
及

び
こ
れ
に
基
づ
く
能
力
・
意
欲

評
価
制
度
で
は
、
評
価
に
当
た

り
実
施
す
る
評
価
者
と
被
評
価

者
の
面
接
の
場
で
助
言
・
指
導

を
行
う
こ
と
で
、
職
員
の
能
力

向
上
や
意
識
改
革
に
一
定
の
効

果
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質�

問
…
評
価
に
つ
い
て
一
定
の
基

準
を
示
さ
な
い
と
、
逆
に
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

�　
仕
事
ぶ
り
に
よ
っ
て
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
く
と
い

う
や
り
方
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

同�

部
長
…
そ
れ
に
つ
い
て
は
大
切

な
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

�　
現
状
は
、
評
価
に
際
し
て
、

知
識
・
技
術
の
部
分
、
業
務
遂

行
能
力
、
人
間
関
係
能
力
と

い
っ
た
点
に
つ
い
て
職
責
に
応

じ
た
行
動
事
例
を
示
し
、
評
価

を
行
い
、
昇
任
に
活
用
し
て
い

る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
（
旧

公
団
住
宅
）
を
公
共
住
宅
と
し

て
継
続
し
、
居
住
者
の
居
住
の

安
定
を
求
め
る
意
見
書
を
求

め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

都
市
再
生
機
構
を
特
殊
会
社
と

せ
ず
、当
該
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、

政
府
が
直
接
関
与
す
る
公
共
住
宅

と
し
て
継
続
し
、
居
住
者
の
居
住

の
安
定
維
持
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択
。

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関すること
について、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定例会
では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

　本年１月20日に閣議決定された「独立行政法人の制度及び組織の見直しの基本方
針」では、独立行政法人都市再生機構について、地方都市を含めた高齢化・人口減
少社会への対応など本法人の役割の変化に伴い、持続可能なまちづくりを効率的か
つ的確に実施できるよう、業務の見直しとあわせ分割・再編しスリム化することを
検討するとともに、賃貸住宅の居住者の居住の安定の維持等の必要性を十分踏まえ、
国民負担が増加しないよう留意しつつ、可能な部分について全額政府出資の特殊会
社化を検討し、本年夏までに結論を得るとしている。
　しかしながら、都市再生機構賃貸住宅は、住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の
供給の促進に関する法律、いわゆる住宅セーフティーネット法において、公的賃貸
住宅と位置づけられ、高齢者や子育て家庭等の居住の安定という住宅のセーフ
ティーネットとしての役割のもと、半世紀以上にわたり継承されてきた、我が国に
おけるかけがえのない公共住宅である。
　本市の都市再生機構賃貸住宅においても、居住者の自治会活動が結実して良好な
地域コミュニティーが形成され、高齢者世帯にとっての定住の場、次世代を担う子
育て世帯にとっての安全・安心な居住の場となっているとともに、地域防災拠点と
しての役割をも果たすようになってきている。
　よって、政府におかれては、都市再生機構を特殊会社とせず、当該賃貸住宅につ
いて、今後とも政府が直接関与する公共住宅として継続することで、居住者の居住
の安定の維持を図るとともに、民間と公共住宅の別なく最低限度の居住保障に関す
る住宅政策を確立するよう強く要望するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成24年３月７日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

都市再生機構賃貸住宅（旧公団住宅）を公共住宅として継続し、
居住者の居住の安定を求めることに関する意見書
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※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

シ
ー
リ
ン
グ

　
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
り
定

め
る
上
限
額
の
こ
と
。
前
年
度
よ

り
一
定
率
を
減
じ
た
額
を
要
求
限

度
額
と
す
る
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
、
前
年
度
と
同
額
の

場
合
を
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
。

用
語
の
解
説


